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文書様式５ 訪問歯科衛生指導説明書 

本様式は訪問歯科衛生指導算定時(初回及び再指導時)に提供する文書を例示した
もの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問歯科衛生指導の算定にあたっては

プラークチャ－トの必要はないが、プラ

ークチャ－トを情報提供したい場合や、

初回時など、口腔内状況を把握し、その

結果を記録する場合には文書様式 3 を

使用する。 

担当した歯科衛生士の名字、指導時間(開

始・終了)の記載が必要となっている。 

なお、複数の歯科衛生士が訪問歯科衛生

指導を実施した場合は、同行した全ての

歯科衛生士の名字を記載する。 

在宅患者に対しての歯科衛生士による

指導は歯科医師の指示に基づくことに

なっており、青で囲った項目のうち歯科

医師が指示した事項について、□の欄外

に前もって歯科医師の指示とわかるよ

うに記載する。また、診療録にこの文書

を複写し添付することで診療録への記

載内容が簡略化できる。 

この用紙を業務記録簿に添付すること

で、業務記録の記載内容が簡略化でき

る。 


